
第２号様式（公開） 

ヨコハマ市民まち普請事業 

第 ２ 次 提 案 書 

 

注１）２号様式はページを増やさず、必ず３ページ以内でまとめてください。 

注２）２号様式は市民に公開しますので、個人が特定できる情報は記入しないでください。 

注３）添付資料は計画図(位置図・平面図・完成予想図各Ａ３判１ページ、その他必要に応じて配置

図・断面図・立面図等)、想定整備費用内訳書(第３号様式)、協議・説明状況報告書(第４－１

～３号様式)、１次コンテスト以降の活動内容(任意様式Ａ４判１ページ)、その他資料(必要に

応じてＡ３判２ページまで)全て余白 15ｍｍ以上としてください。 

提案グループ名 

（25 字以内） 

鶴見西口活性化委員会 

整備場所（町名

又は丁目まで記

入） 

 

      鶴見区 豊岡町 

提案名 

（25 字以内） 

まちしるべ～掲示板の活用でつながるまちづくり～ 

助成金申請予定

額 

500 万円 

整備する施設 

（具体的な整備内

容※1を工夫した点
※2にも触れて記入

してください） 

※1 施設の全体

像とともに整

備助成金の対

象箇所を明記

してください 

※2 住民等が持

つ発想、方

法などを生

かしたアイ

デアやユニ

ークさ及び

デザインへ

の配慮 

地域の人がまちを知り、まちを巡るきっかけを作るための「まちしるべ」を整

備する。「まちしるべ」は、①情報ボード②大型案内板③ミニサイン④デジタ

ルサイネージの総称で、アナログとデジタルを組み合わせた情報発信地とする。 

①情報ボード（25 か所）：豊岡地区連合の７自治会所有掲示板の下に付加 

<内容>小学生が描いた絵、道の名前（多言語表記：日,英,中,韓）、避難場所ま

での方向・距離、地域情報等にアクセスできる QR コード、道の由来紹介など 

※「地域を知る入口」であり、「まちを巡るきっかけ」をつくるための基盤。 

※掲示板の縁取りには、地域で既に設定されている７地区の色分けを活用し、

さらに番号を付けることで、現在位置が一目で分かりやすい工夫を施す。 

②大型案内板（駅前 2 か所）：鶴見駅西口デッキ（2 階）,エレベーター（1 階） 

<内容>７地区を色分けした地図、情報ボードの位置、道の名前、總持寺などの

主要スポット紹介（写真付き）、QR コード（地図ダウンロード可能） 

※鶴見駅前で上記①の全体像を把握できる案内拠点。 

③ミニサイン（約 22 か所予定)：店舗・施設・民家の壁、電柱など 

<内容>道の名前、總持寺などへの誘導など 

※掲示板がない箇所への補助的役割を担い、主要スポットへの誘導をサポート。 

④デジタルサイネージ(駅前 1 か所)：駅前の商業施設などの壁面 

<内容>「まちしるべ」の趣旨説明、季節ごとのおすすめ散策ルート（「情報ボ

ード」を活用・連携）、子どもたちの絵をまとめて紹介、地域のイベント情

報、QR コード（おすすめルートをダウンロード可能）など 

※動きの少ない情報ボードを補足する動的役割として、おすすめまち巡りルー

トなどを定期更新して発信。 

施設の活用・活

動内容 

（具体的な活動

内容を工夫した

点にも触れて記

入 し て く だ さ

い） 

※第１次提案書

より具体的に

記入してくだ

・防災拠点や広域避難場所を分かりやすく表示し、地域住民の避難訓練にも活
用する。 
・子どもから高齢者まで、地域みんなで道の名前をつけることで地域愛を醸成
し、さらに住民、新住民、来街者への道案内をわかりやすくする。 

・商店と提携し、週替わり等のクーポンを情報ボードのＱＲコードからダウン
ロードできるなど、掲示板を日常的にチェックしたくなる仕掛けをつくる。 
・豊岡小学校の生活科、総合的な学習の時間等で学んだ地域の魅力を子ども目
線で発信。学習成果の発表の場としながら、地域の人にも見てもらえるよう、
情報ボードのＱＲコードを活用する。 

・情報ボードに子どもたちが描いた絵を掲示する。絵は定期的に更新すること



さい で変化を生み出し、地域の人が足を止めるきっかけを作る。 

・情報ボードを使った健康増進のためのウォークラリーや子ども向けのワード
ラリーなどを企画し、地域をめぐる楽しみを感じられるイベントを実施する。 
・子育て世代やシニアなどの世代や目的に合わせた散策ルートを紹介し、まち
歩きを楽しむための情報を盛り込む。 

提案の背景 

（なぜ提案をす

るのか、地域の

ニーズや課題、

生かしたい地域

の魅力等に触れ

て説明してくだ

さい） 

※第１次提案書

から変更した

点がある場合

はその理由も

記入してくだ

さい 

豊岡地区は鶴見西口に広範囲に広がり、高低差もあることから、地域住民同士

の交流が不足し、コミュニティが希薄になっている。今後、豊岡小学校の複合

施設化に伴い、来街者の増加が見込まれ、コミュニティの希薄化がさらに進む

ことが懸念される。また道に名前がなく、目印になるような案内板も少ないた

め、初めて訪れる人はもちろん、住んでいる人でも場所の説明が難しい。こう

した課題に対応するため、地域に根付き、地域情報の宝庫である「自治会掲示

板」を活用し、観光・商業・文化の拠点である豊岡商店街や大本山總持寺、県

立三ツ池公園などの地域の魅力を発信するとともに、地域を回遊する楽しみを

創出するイベントを開催する。さらに、子どもたちや地域住民が協力して道に

愛称を付けることで、自分たちのまちに誇りと愛着を持ち、まちの魅力を高

め、地域の一体感を醸成する。また、外国籍住民が多い地域の特性を踏まえ、

多言語対応の情報掲示を行うほか、防災情報を分かりやすく掲示することで、

すべての住民が安心・安全に暮らせるまちを目指す。 

一次コンテスト以降の話し合いを通じて、自治会掲示板が定期的に情報更新さ

れ、地域の人が発信する「情報の宝庫」であるとともに、「誰でも見られる」

「地域に必ずある」「情報更新が容易」という強みに気付いた。掲示板は、地

域の魅力や防災情報を効果的に共有できる強力な資源であるが、現状ではその

価値が十分に活かされていない。そこで、掲示板を単なる情報掲示の場から、

地域活性化の拠点へと進化させる。この取り組みにより、情報の循環を促進

し、住民同士のつながりを強化し、地域全体の一体感を高めることを目指す。 

整 備 プ ロ セ ス

（ ス ケ ジ ュ ー

ル、つくるとき

に連携する仲間

の役割や活用す

る 地 域 資 源 注

４）、費用縮減

の工夫に触れて

説明してくださ

い） 

 

・「まちしるべ」の作成や設置にあたり、地元の看板業者と取組の趣旨を共有

し、専門的な視点から設置方法について提案を受ける。子ども達にも見やすい

看板とするため、高さや視認性に配慮したアドバイスを受けながら、それぞれ

の設置場所のサイズに合わせた看板を作成する。なお、各自治会の掲示板の採

寸は提案メンバーで実施した。 

・「まちしるべ」は、子育て地図を作成している「つるみままっぷ」や地元の

高等学校等と連携し、行政地図とは異なる、鶴見らしい親しみやすいイラスト

で作成する。 

・情報ボードに掲載する絵は、子どもたちに描いてもらい、道の名前は子ども

をはじめとする地域全体で話し合い、名称を決定する。 

・情報ボードの設置作業は子どもも含め地域みんなで行うことで、設置費用の

経費削減を図る。 

・地域情報の配信については、「これつる」に協力をお願いし、ノウハウを活

かしながら進めていく。 

維持管理・運営

計画及びその実

施方法 

（維持管理・運

営するときに連

携する仲間の役

割や活用する地

域資源注４）に

触れて説明して

ください） 

【維持管理】①情報ボード：各自治会が主体となり実施。②③大型案内板・ミ

ニサイン：協力企業による定期的なメンテナンスを実施。④デジタルサイネー

ジ：内容の更新などは「これつる」が担当し、機器のメンテナンスは協力企業

が実施。 

【運営資金】月々の経費として、デジタルサイネージの光熱費や掲示板・サイ

ネージの作成及び更新費用が発生する。これらの費用は企業協賛を活用すると

ともに、デジタルサイネージの広告収入で運営する。 

【イベント運営・広報】自治会、鶴見西口活性化委員会、地域の学校をはじ

め、地域住民や団体が誰でもが掲示板を活用したイベントを運営出来るように

する。広報は自治会の掲示板や回覧板、店舗へのチラシ設置に加え、「これつ

る」を活用する。 
注４）「地域資源」とは、次のようなものを想定しています。 
  ○「ヒト」の例 ・地域のＰＴＡから協力を受けられそう。・地域に設計の専門家がいる。 
  ○「モノ」の例 ・整備に必要な材料を安く入手できそう。・整備に必要な建設機械を安く借りられそう。 
  ○「カネ」の例 ・自治会町内会から資金的な支援を受けられそう。・バザーなどで資金を集められそう。 



１次コンテスト以

降の活動内容 

※詳細については

添付資料（任意

様式）に記入し

てください 

【情報ボードの設置に向けた調査】必要な場所と数を確認するため、設置場
所、位置関係、大きさをメンバーで調査した。 
【地域ニーズの確認】西口モールイベントにてまち普請の取り組みを広報す
ると共に、実際に道の名前をつけてもらうことで、具体的なアイデアを収集
した。また、地域住民を対象にまち普請活動の紹介や看板の必要性、道の名
前をつけることに関するアンケートを実施した。 
【児童の参画】豊岡小学校の総合的な学習の時間で商店街の店を調べる活動
を行い、その情報をwebサイトで発信した。さらに道の名前を考える活動も実
施した。 
【活用法の確認】自治会主催のハロウィンイベントで商店街を回る際、掲示
板に記載された QR コードから web サイトにアクセスし、子ども達が発信した
商店情報を見ながら回遊できる仕組みを導入した。 
⇒これらの取り組みにより、児童の参画と活用方法の検証を通じて、掲示板
が将来的に継続、利用される効果を確認することができた。 

関係者の合意・調

整状況 

（地域《地権者、

整備場所の近隣住

民、地域住民、自

治会町内会等》で

の合意形成や関係

機関との調整結果

の概要について説

明してください） 

【地域組織】豊岡地区連合定例会で説明し、合意を得た。掲示板の設置、維
持管理等について協力をいただけることになった。豊岡商店街、三角大通り
共栄会、レアールつくの商店街にも説明を行い、掲示板の設置・活用に関す
る協力について合意を得た。さらに、豊岡地区あいねっと（豊岡地区の課題
に取り組む地域組織）で説明し、地域の課題解決のために掲示板を活用する
ことについて賛同を得た。また、豊岡小学校、旭小学校からも総合学習の時
間に取り組みを入れるなど、協力をいただけることになった。 
【地権者】鶴見土木事務所、道路局管理課・施設課に提案内容を説明し、ま
ち普請2次コンテスト通過後には、許可に向けた協議に応じる旨の回答をいた
だいた。また、東京電力にも説明を行い、コンテストを通過した場合、協力
をいただける回答をいただいた。 

その他提案につい

て特にＰＲしたい

点を記入してくだ

さい 

「まちしるべ」は、地域の情報発信を進化させる新しい仕組みである。自治
会、学校、商店など、地域のさまざまな団体が連携し、情報を共有・発信す
ることで、地域全体のつながりを強化する。この仕組みの特徴は、アナログ
とデジタルの融合である。既存の掲示板を「地域の情報とつながる場」とし
て活用し、そこにWebを組み合わせることで、タイムリーな情報発信を可能に
する。さらに、子どもたちの絵を定期的に更新することで、温かみのあるア
ナログの魅力を残しながら、情報に動きを与える。 
また、「まちしるべ」は、誰でもアクセスできるツールでもある。住民はも
ちろん、新しく引っ越してきた人や来街者も簡単に情報を得られる。情報が
届くことで、人が動き、コミュニティが生まれ、地域が活性化する。こうし
た仕組みが、新しいコミュニティの創出や多世代のつながりを促し、地域へ
の愛着や担い手づくりにつながる。 

目指す地域の将来

像 

（施設が整備され

ることにより地域

がどのように良く

なるのか、地域に

及ぼすインパクト

について説明して

ください） 

私たちが目指すのは、誰もが安心して末永く暮らせる地域である。そのため
には、人と人の「つながり」が欠かせない。つながりを生むためには、地域
にどんな人が住み、どんな活動があるのかを知ることが重要である。「まち
しるべ」は、そのきっかけをつくる仕組みである。 
情報ボードで地域の情報を発信し、イベントや活動への参加を促すことで、
顔見知りが増え、自然な交流が生まれる。この積み重ねが安心感を育み、暮
らしやすいまちを実現する。さらに、10 年先を見据えた仕組みづくりを進め
る。子どもたちが活動に関わり続けることで地域への愛着を育み、将来の担
い手となる。若い世代が「ここに住み続けたい」と思える環境を整え、地域
の魅力を高める。また、活性化委員会を中心に複合的な取り組みを進め、組
織として存続できる体制を構築する。こうした取り組みにより、地域が活性
化し、子どもが増え、世代を超えた交流が広がる。鶴見を愛する住民が増
え、良好な住環境が整い、誰もが安心して暮らせるまちが続いていく。 
「まちしるべ」を活用することで、豊岡地区の住民はもちろん、新しく住む
人や訪れる人も地域を知り、つながるきっかけを得る。この取り組みは、地
域の一体感、愛着、多世代の交流、担い手づくり、そして地域活性化といっ
た課題解決に寄与する。そんな未来を目指して、私たちは「まちしるべ」を
10 年先も継続していく。 

 

 次の点を確認後、チェックボックスに✔を入れてください。 

☑ 提案内容は真実であり、虚偽はありません。 

☑ 第２次提案書（その他添付の公開資料）に個人情報は含まれていません。 
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第３号様式（公開） 

ヨコハマ市民まち普請事業 
想 定 整 備 費 用 内 訳 書 

※ 記入上の注意 

 ●「主な整備項目」「細目」欄の記入にあたっては、事務局と事前に十分調整してくだ

さい。 

 ●「数量」欄については、やむを得ない場合を除き、「一式」と記入しないでください。 

 ●「地域住民等の参加」欄については、例えば地域が労力を負担する場合は、何人くら

いが何日間くらい作業を行うかなど、できるかぎり具体的に記入してください。（見

込みも含めて記入してください。）また、小中学校や子供会などが参加する場合は、

その旨を明記してください。 

 

 

主な整備項目 

 

細    目 

 

数 量 

 

単  価 

 

計 

地域住民等の参加 

（費用又は労力の

負担等） 

製作費 

 

情報ボード 

 

25か所 50,000 1,250,000 施工（取付は地域

で実施） 

製作費 

 

ミニサイン 22か所 15,000 330,000 施工（取付は地域

で実施） 

製作、施工費 大型看板（2階）1台  1,000,000 デザインは地域の

学生の協力を得て

作成 

製作、施工費 大型看板（1階）

シール,3枚分割 

1セット  200,000 デザインは地域の

学生の協力を得て

作成 

制作、施工費 デジタルサイネ

ージ  

一式  1,500,000  

設置基礎補強、

施工費 

 

大型看板 

情報ボード 

ミニサイン 

 

一式  1,200,000 情報ボード、ミニ

サイン（取付が難

しい箇所） 

 

設計費  一式  200,000  

活動助成金 

 

講師等への謝礼・

技術料,図面作成 

費,調査・実験費,

用紙等事務用品 

費,印刷費,広報活

動費 

一式  200,000  

合  計 5,880,000  

 








